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来
年
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
４
Ｋ
の
実
用
放
送
が
始
ま
る
の
を
前
に
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
で

は
、
４
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
機
能
と
リ
モ
ー
ト
視
聴
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
機
能
に
も
対
応
す
る
、
第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
仕
様
を
決
め
、
11
月
５
日
に
開
か
れ

た
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
し
た
。

　

各
メ
ー
カ
ー
は
こ
の
仕
様
に
沿
っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
向
け
の
第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
開
発
、
製

品
化
を
進
め
る
。
各
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
全
体
像
が
見
え
た
こ
と

で
、
４
Ｋ
放
送
へ
の
対
応
に
一
段
と
弾
み
が
つ
く
と
み
ら
れ
る
。

日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ　

４
Ｋ
対
応
の

第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
関
連
仕
様
を
決
定

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
機
能
、リ
モ
ー
ト
視
聴
機
能
も

　

日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
第
３
世
代

Ｓ
Ｔ
Ｂ
は
、
４
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
す
る
た
め
、
Ｈ
・
２
６
５
／
Ｈ

Ｅ
Ｖ
Ｃ
デ
コ
ー
ダ
を
有
す
る
。

　

日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
で
は
、
４

Ｋ
サ
ー
ビ
ス
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ

ャ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
、
リ
モ
ー
ト
視

聴
サ
ー
ビ
ス
を
必
須
３
機
能
と
し
、

多
様
な
必
須
機
能
を
有
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

連
携
な
ど
を
推
奨
機
能
と
し
た
。

　

４
Ｋ
運
用
仕
様
は
、
既
存
の
高

度
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
運
用
仕
様
（
自

主
、
ｉ
‐
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
お
よ
び
高

度
Ｊ
Ｃ
‐
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
ト
ラ
ン
ス
モ

ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
運
用
仕
様
の
改

定
、
Ｉ
Ｐ
リ
ニ
ア
放
送
運
用
仕
様

（
自
主
）
の
新
規
策
定
で
対
応
し

た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
運

用
仕
様
は
新
規
に
策
定
し
た
。
ま

た
、
リ
モ
ー
ト
視
聴
に
係
る
規
定

は
ケ
ー
ブ
ル
Ｄ
Ｌ
Ｎ
Ａ
運
用
仕
様

の
改
定
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　

第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
で
構
成
さ
れ

る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
特
徴
と
し

て
は
、
入
力
信
号
と
し
て
Ｒ
Ｆ
お

入
力
信
号
は

Ｒ
Ｆ
、
Ｉ
Ｐ
を
想
定

よ
び
Ｉ
Ｐ
を
想
定
し
て
い
る
。
コ

ン
テ
ン
ツ
保
護
の
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｓ

お
よ
び
Ｄ
Ｒ
Ｍ
が
必
要
。
外
部
の

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム

ま
た
は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
回
線
に
接
続
さ

れ
た
Ｏ
Ｎ
Ｕ
を
使
い
、
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
経
由
で
Ｉ
Ｐ
信
号
を
受
信
す

る
こ
と
も
可
能
と
す
る
。

　

４
Ｋ
映
像
を
デ
コ
ー
ド
す
る
た

め
に
Ｈ
・
２
６
５
／
Ｈ
Ｅ
Ｖ
Ｃ
デ

コ
ー
ダ
を
搭
載
す
る
。
出
力
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
、
４
Ｋ
映
像
に

対
応
す
る
た
め
、
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
２
・

０
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
な

ど
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
と
の
相

互
運
用
を
必
須
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
４
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

２
Ｋ
放
送
へ
の
対
応
も
必
要
で
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
サ
ー
ビ

ス
、
リ
モ
ー
ト
視
聴
サ
ー
ビ
ス
へ

の
対
応
の
観
点
で
も
２
Ｋ
対
応
が

必
要
と
し
て
い
る
。

　

４
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
は
、
①
Ｒ
Ｆ
リ

マ
ッ
ク
ス
（
自
主
）、
②
Ｒ
Ｆ
リ

マ
ッ
ク
ス
（
ｉ
‐
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）、
③

Ｒ
Ｆ
ト
ラ
モ
ジ
（
Ｊ
Ｃ
‐
Ｈ
Ｉ
Ｔ

Ｓ
）、
④
Ｒ
Ｆ
再
放
送
、
⑤
Ｉ
Ｐ

自
主（
リ
ニ
ア
）、⑥
Ｉ
Ｐ
自
主（
Ｖ

Ｏ
Ｄ
）、
⑦
Ｉ
Ｐ
再
放
送
の
７
種

類
の
方
式
の
一
つ
以
上
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
方
向
で
、⑥
Ｉ
Ｐ
自
主（
Ｖ

Ｏ
Ｄ
）
は
現
在
策
定
中
、
④
Ｒ
Ｆ

再
放
送
と
⑦
Ｉ
Ｐ
再
放
送
に
つ
い

て
は
、
今
後
策
定
す
る
予
定
。

　

４
Ｋ
映
像
の
情
報
符
号
化
方
式

と
し
て
、
現
行
の
Ｈ
・
２
６
４
方

式
の
２
倍
程
度
の
圧
縮
性
能
を
持

つ
新
た
な
符
号
化
方
式
の
Ｈ
・
２

６
５
を
採
用
し
た
。

　

４
Ｋ
放
送
は
、
既
存
の
Ｈ
Ｄ
／

Ｓ
Ｄ
放
送
と
の
混
在
運
用
が
可
能

で
、
４
Ｋ
放
送
を
Ｓ
Ｔ
Ｂ
が
識
別

す
る
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
形
式
種
別

と
し
て
超
高
精
細
度
４
Ｋ
専
用
Ｔ

Ｖ
サ
ー
ビ
ス
（
０
ｘ
Ａ
Ｄ
）
を
新

た
に
定
義
し
た
。

　

日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｈ
・
２
６
５
を
採
用

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
も

必
須

Ｋ
が
開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ

ャ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
第

３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
必
須
機
能
と
し

て
採
用
し
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
機
能

は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
東
経

１
１
０
度
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
の
再
放
送
の
受
信
信
号
に
適
用

さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
再
放
送
に
関
す
る
Ｊ
Ｌ

ａ
ｂ
ｓ
運
用
仕
様
は
、
今
年
３
月

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い

る
が
、
基
本
的
に
は
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
の

技
術
仕
様
と
運
用
規
定
に
従
う
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
仕
様
お
よ
び
運
用
規
定
に
従
う
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
に

あ
た
り
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
制
御
す
る
た
め
Ａ
Ｉ

Ｔ
（A

pplication Inform
ation 

Table

）
が
大
き
な
役
割
を
担
う
。

Ａ
Ｉ
Ｔ
に
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
得
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
起
動
優
先

度
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

受
信
機
機
能
は
、
放
送
を
受
信

し
再
生
す
る
放
送
受
信
再
生
機

能
、
通
信
コ
ン
テ
ン
ツ
を
受
信
し

て
再
生
す
る
通
信
コ
ン
テ
ン
ツ
受

信
再
生
機
能
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
制
御
を
行
な
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
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ョ
ン
制
御
機
能
，
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
映
像
・
音
声

の
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
管
理
を
行
な
う

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機

能
、
受
信
機
と
セ
カ
ン
ド
端
末
を

連
携
し
て
動
作
さ
せ
る
た
め
の
端

末
連
携
制
御
機
能
か
ら
な
る
と
し

て
い
る
。

　

自
宅
の
第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
で
受

信
し
て
い
る
番
組
や
、
録
画
さ
れ

た
放
送
番
組
を
、
外
出
先
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
モ
バ
イ

ル
端
末
で
視
聴
す
る
リ
モ
ー
ト
視

聴
機
能
も
採
用
し
て
い
る
。
そ
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
ケ
ー
ブ

ル
ラ
ボ
で
決
め
た
ケ
ー
ブ
ル
Ｄ
Ｌ

Ｎ
Ａ
運
用
仕
様
３
・
０
版
に
準
拠

す
る
。
こ
の
リ
モ
ー
ト
視
聴
を
行

な
う
た
め
に
、
次
世
代
放
送
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
新
た
に
定
め
た
要

件
に
基
い
て
チ
ュ
ー
ナ
ー
搭
載
の

デ
バ
イ
ス
で
あ
る
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
新
た

に
対
応
し
た
。

　

さ
ら
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
の
連
携
機
能
も
採
用

さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ア
ク
セ
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
高

機
能
な
情
報
端
末
と
し
て
普
及
し

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

リ
モ
ー
ト
視
聴
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
と
の

連
携
も

フ
ォ
ン
を
家
庭
内
の
Ａ
Ｖ
機
器
、

家
電
製
品
を
制
御
す
る
端
末
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
。
こ
の
機
能
に
つ
い
て
の
注
意

点
と
し
て
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ

で
は
、
第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
サ
ー
ビ

ス
の
機
能
要
件
書
に
以
下
の
要
件

を
記
載
し
て
い
る
。

　

◆
表
示
さ
れ
た
ポ
ー
タ
ル
画
面

等
に
よ
り
、
高
齢
者
で
も
容
易
に

操
作
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
音
声
認
識
機
能
を
利
用
し
て

高
齢
者
で
も
容
易
に
操
作
が
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
◆
タ
ブ
レ

ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
表
示
さ

れ
た
Ｅ
Ｐ
Ｇ
画
面

よ
り
番
組
情
報
の

取
得
や
番
組
選
択
、

番
組
予
約
が
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　

日
本
ケ
ー
ブ
ル

ラ
ボ
で
は
、
第
３

世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
と
連

携
し
て
利
用
す
れ

ば
、
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
拡
張
性

も
高
く
、「
今
ま
で

の
機
能
を
よ
り
優

し
い
Ｕ
Ｉ
で
実
現
」

「
高
機
能
を
優
し
い

Ｕ
Ｉ
で
実
現
」
す
る
目
的
に
大
き

く
寄
与
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
機
能
を
備
え
た
第
３

世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
全
体
像
は
図
の
よ

う
に
な
る
。

　

Ｈ
・
２
６
５
／
Ｈ
Ｅ
Ｖ
Ｃ
で
情

報
符
号
化
（
エ
ン
コ
ー
ド
）
さ
れ

た
４
Ｋ
映
像
信
号
は
、
Ｒ
Ｆ
信
号

も
し
く
は
Ｉ
Ｐ
信
号
で
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
上
を
伝
送
さ
れ
る
。
Ｒ

Ｆ
信
号
は
伝
送
路
符
号
化
方
式
と

し
て
64
Ｑ
Ａ
Ｍ
／
２
５
６
Ｑ
Ａ
Ｍ

を
用
い
る
既
存
の
Ｈ
Ｆ
Ｃ
伝
送
路

全
体
像
は

を
利
用
す
る
。
Ｈ
Ｅ
Ｖ
Ｃ
エ
ン
コ

ー
ダ
の
最
適
化
を
行
な
っ
た
場

合
、
25
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
程
度
で
十
分
な

画
質
の
４
Ｋ
映
像
信
号
が
得
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
ケ
ー
ブ
ル

事
業
者
が
主
に
利
用
し
て
い
る
64

Ｑ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
伝
送
も
可
能
で
あ

る
。

　

一
方
、
Ｉ
Ｐ
信
号
の
場
合
に
は

Ｈ
Ｆ
Ｃ
上
の
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ま
た

は
光
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
伝
送
路
を
用

い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト

サ
ー
ビ
ス
は
、
地
上
波
も
し
く
は

Ｂ
Ｓ
放
送
局
の
２
Ｋ
放
送
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
網
経
由
で
受
信
し
な

が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

使
っ
て
放
送
局
等
サ
ー
バ
ー
か
ら

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ

を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
さ

れ
る
。

　

リ
モ
ー
ト
視
聴
は
、
第
３
世
代

Ｓ
Ｔ
Ｂ
が
受
信
中
ま
た
は
録
画
済

み
の
番
組
を
モ
バ
イ
ル
向
け
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
に
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
ド

し
た
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
上

り
回
線
で
送
信
し
、
こ
れ
を
宅
外

の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
受

信
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。

　

日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
が
ケ
ー
ブ

ル
局
向
け
に
開
発
を
進
め
て
い
た

ケ
ー
ブ
ル
各
局
の

４
Ｋ
対
応
が
加
速

第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
仕
様
が
決
ま

っ
た
こ
と
で
、
各
メ
ー
カ
ー
は
、

こ
れ
に
沿
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

局
向
け
の
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
開
発
、
製
品

化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
各
局
は
、
新
し
い
Ｓ

Ｔ
Ｂ
の
全
体
像
が
見
え
た
こ
と

で
、
４
Ｋ
放
送
へ
の
取
り
組
み
が

加
速
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ボ
で
は
、
第

３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
関
連
の
運
用
仕
様

群
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
仕
様
の

解
説
と
活
用
方
法
な
ど
を
ま
と
め

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
作
成
し
た
。

　

今
回
の
第
３
世
代
Ｓ
Ｔ
Ｂ
関
連

仕
様
に
つ
い
て
、
開
発
を
進
め
て

き
た
、
柴
田
達
雄
実
用
化
開
発
グ

ル
ー
プ
長
は
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
者
の
多
様
な
要
望
に
応
え
る

と
と
も
に
、
新
た
な
経
費
負
担
を

抑
え
る
た
め
、
既
存
の
Ｒ
Ｆ
（
Ｑ

Ａ
Ｍ
）
伝
送
路
お
よ
び
光
伝
送
路

を
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
に
策
定

し
ま
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
者
の
有
効
活
用
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
作
成

▲柴田達雄 実用化
開発グループ長
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